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平 成 22 年 度 補 正 予 算平 成 22 年 度 補 正 予 算

１３９,４９２,００９

３５,９７７,１３５

３８,９１７

６,０９９,８８２

１７,８６２,９３２

行
い
ま
し
た
。
同
日
採
決
を
行
っ
た

結
果
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
は

全
会
一
致
で
、
一
般
会
計
、
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計

は
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。
翌
日
８
日
か
ら
は

平
成
23
年
度
予
算
の
審
査
に
入
り
、

22
日
ま
で
の
う
ち
計
８
日
間
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
３
月
22
日
に
は
、
共
産
か

ら
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
の
修
正
案

に
つ
い
て
提
案
説
明
の
後
、
各
会
派

よ
り
意
見
表
明
が
行
わ
れ
、
採
決
の

結
果
、
一
般
会
計
の
修
正
案
は
賛
成

少
数
で
否
決
、
一
般
会
計
、
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計

は
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

２
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
平
成

23
年
度
各
会
計
予
算
お
よ
び
平
成
22

年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
の
審
査
を

付
託
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
委
員
会
を
開
会
し
、
委

員
長
、
副
委
員
長
お
よ
び
理
事
を
選

出
し
ま
し
た
。

▽
委
員
　
議
長
を
除
く
全
議
員

▽
委
員
長
　
　
　
山
路
　
良
成

▽
副
委
員
長
　
　
井
桁
　
敦
子

菊
地
　
貞
二

▽
理
　
事
　
　
　
阿
部
祐
美
子

高
橋
　
慎
司

西
本
　
貴
子

市
川
　
和
子

委
員
会
は
３
月
７
日
に
、
平
成
22

年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
の
審
査
を

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

総
額
15
億
513
万
７
千
円
を

減
額
し
、
１
千
394
億
９
千

200
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
、

寄
付
金
・
特
別
区
税
等
の

増
、
繰
入
金
・
国
庫
支
出

金
等
の
減
で
あ
り
、
歳
出

は
総
務
費
等
の
増
、
土
木

費
等
の
減
で
す
。

平成23年度予算の概要（単位千円）
会計 予算額 前年度当初予算額 伸率

一　般　会　計 １３７,８８５,１６１ １３９,１７４,４６３ △０.９％

国民健康保険事業会計 ３６,６４６,８９０ ３６,００５,１５８ １.８％

後期高齢者医療特別会計 ６,５９６,７４４ ６,３５９,５３１ ３.７％

介護保険特別会計 １８,３５６,７９２ １７,６７２,０３８ ３.９％

総務費総務費�
17,889,132�17,889,132�
１３.０％�

民生費民生費�
59,344,398�59,344,398�
４３.０％�

特別区税特別区税�
38,204,310�38,204,310�
２７.７%

国庫支出金国庫支出金�
21,516,051�21,516,051�
１５.６%

繰入金繰入金�
10,261,148�10,261,148�
７.４%

特別区交付金特別区交付金�
35,600,00035,600,000�
２５.８%

一般会計（千円）�
 歳  入�

衛生費�
11,367,280�
８.３％�

公債費�
3,707,197�
２.７％�

産業経済費�
2,655,953�
１.９％�

議会費�
991,901�
０.７％�

予備費�
300,000�
０.２％�

総務費�
17,889,132�
１３.０％� 一般会計（千円）�

歳　出�

民生費�
59,344,398�
４３.０％�

教育費教育費�
23,187,963�23,187,963�
１６.８％�

教育費�
23,187,963�
１６.８％�

地方消費税交付金�
5,350,000�
３.９%

特別区債�
4,830,600�
３.５%

使用料及び手数料�
4,483,741�
３.３%

諸収入�
3,355,323�
２.４%

繰越金�
2,400,000�
１.７%

その他�
(分担金及び負担金など）�

4,791,295�
３.５%

都支出金�
7,092,693�
５.２%

特別区税�
38,204,310�
２７.７%

国庫支出金�
21,516,051�
１５.６%

繰入金�
10,261,148�
７.４%

特別区交付金�
35,600,000�
２５.８%

土木費土木費�
18,441,337�18,441,337�
１３.４％�

土木費�
18,441,337�
１３.４％�

会計

一般会計補正予算

国民健康保険事業
会計補正予算

老人保健医療特別
会計補正予算

後期高齢者医療
特別会計補正予算
介護保険特別会計

補正予算

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

予
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

予
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

予
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

補正額（千円）

△１,５０５,１３７

△８３,６２３

１５,９１６

△２５９,６４９

１３０,４７２

最終予算額（千円）

井
桁
　
敦
子

委
員
（
自
民
）

１
環
境
（
Ｃ
Ｏ
2
の
削
減
　
浄
化
事
業
の
効

果
お
よ
び
周
知
な
ど
目
黒
川
周
辺
の
環
境

と
活
用
　
し
な
が
わ
水
族
館
設
備
投
資
額

等
）
に
つ
い
て

２
小
中
一
貫
校
品
川
学
園
の
隣
地
の
購
入

（
利
用
対
象
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
整
備
、

観
覧
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
地
域
開
放
の

取
り
扱
い
）
に
つ
い
て

鈴
木
　
真
澄

委
員
（
自
民
）

１
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
区
の
対

応
に
つ
い
て

２
今
後
の
区
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て

３
待
機
児
童
対
策
（
平
成
23
年
度
以
降
の
対

応
　
保
育
園
の
改
築
計
画
等
）
に
つ
い
て

４
高
齢
者
福
祉
（
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
等
）
に
つ
い
て

５
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

金
野
　
孝
子

委
員
（
公
明
）

１
防
災
対
策
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

お
け
る
区
の
情
報
収
集
と
情
報
提
供
　
防

災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
　
耐
震
改
修
助

成
の
拡
充
　
区
民
へ
の
周
知
、
防
災
訓
練

の
実
施
状
況
な
ど
学
校
避
難
所
　
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
の
検
討
な
ど
津
波
と
高

潮
対
策
）
に
つ
い
て

浅
野
　
浩
之

委
員
（
公
明
）

１
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
針
と
戦
略
に
つ
い
て

２
高
齢
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
シ
ル
バ
ー
交
番
事

業
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
安
否
確
認
　
買

い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て

３
商
店
街
支
援
（
ユ
ビ
キ
タ
ス
商
店
街
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
　
一
番
店
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

セ
カ
イ
カ
メ
ラ
の
活
用
）
に
つ
い
て

中
塚
　
　
亮

委
員
（
共
産
）

１
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
被
災
者
の
受

け
入
れ
　
高
齢
者
、
障
害
者
や
子
ど
も
た

ち
へ
の
対
応
　
宮
古
市
の
被
災
者
対
応

災
害
者
支
援
対
策
本
部
　
被
災
者
対
応
の

た
め
の
総
合
窓
口
の
設
置
）
に
つ
い
て

２
住
宅
耐
震
化
（
耐
震
化
率
90
％
の
目
標

ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
に
つ
い

て
南
　
　
恵
子

委
員
（
共
産
）

１
保
育
園
（
首
都
直
下
型
地
震
に
伴
う
受
け

入
れ
態
勢
　
入
園
希
望
者
数
、
入
園
可
能

予
算
特
別
委
員
会
の
最
終
日
に
、
各
会
派
を
代
表
し

て
11
名
の
委
員
が
、
各
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
全
般
に

わ
た
り
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

予算
特別委員会
総括質疑

数
や
０
〜
２
歳
児
の
割
合
な
ど
平
成
23
年

４
月
の
入
園
状
況
　
23
年
度
の
受
け
入
れ

拡
大
数
の
内
訳
　
待
機
児
童
対
策
　
保
育

需
要
の
予
測
　
認
可
保
育
園
の
増
設
）
に

つ
い
て

石
田
　
慎
吾

委
員
（
民
主
）

１
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
（
区
有
施
設
の

窓
ガ
ラ
ス
対
策
な
ど
避
難
所
　
災
害
時
の

連
携
　
中
小
企
業
へ
の
融
資
制
度
な
ど
今

後
の
取
り
組
み
　
中
央
環
状
品
川
線
五
反

田
換
気
塔
）
に
つ
い
て

２
事
務
事
業
評
価
（
成
果
　
５
年
ぶ
り
に
実

施
し
た
理
由
　
削
減
額
　
外
部
評
価
と
事

業
仕
分
け
等
）
に
つ
い
て

川
西
　
絹
子

委
員
（
民
主
）

１
目
黒
川
の
浄
化
（
今
後
の
施
策
の
あ
り
方

財
源
確
保
　
ヘ
ド
ロ
の
浚
渫
　
上
流
区
へ

の
働
き
か
け
　
温
暖
化
防
止
と
原
子
力
発

電
）
に
つ
い
て

２
子
ど
も
た
ち
が
発
想
し
た
公
園
（
今
後
の

公
園
整
備
へ
の
活
か
し
方
　
公
園
へ
の
周

知
）
に
つ
い
て

高
橋
　
慎
司

委
員
（
無
ク
）

１
震
災
と
幼
・
保
・
小
・
中
の
体
制
に
つ
い

て
２
小
中
学
校
に
お
け
る
新
学
習
指
導
要
領
と

い
う
視
点
か
ら
の
特
別
活
動
に
つ
い
て

３
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
公
園
の
あ
り

方
に
つ
い
て

４
児
童
相
談
所
の
移
管
に
伴
う
事
業
の
再
構

築
に
つ
い
て

西
本
　
貴
子

委
員
（
無
会
）

１
屋
上
菜
園
（
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
　
屋
上
活
用

の
考
え
方
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
等
）

に
つ
い
て

２
職
員
の
人
材
育
成
（
退
職
者
数
　
育
成
方

針
　
め
ざ
す
べ
き
職
員
像
等
）
に
つ
い
て

３
子
育
て
（
保
幼
小
の
連
携
　
一
日
保
育
士

体
験
に
よ
る
親
へ
の
教
育
　
こ
れ
か
ら
の

保
育
）
に
つ
い
て

井
上
八
重
子

委
員
（
ネ
ッ
ト
）

１
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
原
発
事
故
に

お
け
る
放
射
能
汚
染
）
に
つ
い
て

２
学
校
間
格
差
（
教
師
の
体
調
不
良
に
伴
う

教
育
環
境
の
確
保
　
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
事

業
　
学
力
向
上
プ
ラ
ン
）
に
つ
い
て
　

３
事
務
事
業
評
価
（
区
民
へ
の
公
開
　
区
民

参
加
型
の
事
業
評
価
）
に
つ
い
て


